
　
「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
に
向
け
た
情

報
交
換
会
議
」
は
、
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
進
め
る
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
に
第
１

回
を
開
催
、14
年
度
に
文
部
科
学
省
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ

Ｈ
）」
事
業
が
開
始
し
た
以
降
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

指
定
校
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。

５
回
目
と
な
る
今
回
を
含
め
、
全
国
か
ら

延
べ
約
４
０
０
校
、
約
５
０
０
人
の
教
師

が
参
加
し
て
い
る
。　

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
大
学
改
革
の
方
向

性
を
踏
ま
え
た
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
指
導
を
考
え
る
」
だ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
の
資
質
・
能

力
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
改
革
の
動

向
を
見
据
え
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
方
向
性
を
考
え
る
場
と
し
た
。
冒
頭
で

は
、
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
や

教
育
委
員
会
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
課
題

と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

①
推
進
体
制　

少
数
の
教
師
の
努
力
で
改

革
を
推
進
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

い
か
に
効
果
的
な
推
進
体
制
を
構
築
す

る
か
。

②
探
究
学
習
・
英
語
４
技
能
の
育
成　

ど

の
よ
う
な
指
導
や
評
価
を
通
し
て
、
生

徒
の
学
び
を
深
め
て
い
く
か
。

③
海
外
研
修　

よ
り
多
く
の
生
徒
の
参
加

を
可
能
に
す
る
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
い
か
に
用
意
す
る
か
。

④
進
路
指
導
（
海
外
大
進
学
な
ど
）　

高
校

卒
業
時
に
海
外
大
進
学
に
挑
戦
す
る
志

向
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
現
状
は
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
に
限
界
が
あ
る
。
い
か
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
進
路
指
導
を
行
う
か
。

　

そ
う
し
た
目
の
前
の
課
題
へ
の
対
応
を

含
め
、
各
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進

に
寄
与
す
る
具
体
的
な
材
料
を
多
く
得
る

こ
と
が
、
今
回
の
会
議
の
目
的
だ
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
入
試
改
革
を
中
心
と
し
た
最

新
の
教
育
改
革
に
関
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら

の
情
報
提
供
、
東
北
大
の
花
輪
公
雄
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
２
校

に
よ
る
事
例
発
表
、
そ
し
て
参
加
校
が
14

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進
に
向
け

今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
場
に

●ベネッセからの情報提供
「教育改革の方向性と今後求められる人材像・学力要件に
ついて」
ベネッセコーポレーション高校事業部　山田高

たか

幹
もと

●基調講演
「東北大学 教育改革と入試改革 現状と展望」
東北大　理事（教育・学生支援・教育国際交流担当）　花輪公雄

●実例発表
東京都・私立渋谷教育学園渋谷中学高校
熊本県立済

せいせいこう

々黌高校
＊情報交換会議資料を基に編集部で作成

「教育のグローバル対応に向けた情報交換会議」

48December  2015

全
国
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
が
集
結

大
学
改
革
の
方
向
性
を
見
据
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
語
り
合
う
情
報
交
換
会
を
開
催

２
０
１
５
年
10
月
、
全
国
か
ら
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
が
集
ま
り
、「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
に
向
け
た
情
報
交
換
会
議
」（
主
催
ベ
ネ
ッ
セ
）

が
開
催
さ
れ
た
。
現
在
の
高
校
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
は
、
生
徒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
加
え
、
大
学
改
革
や
入
試
改
革
へ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
高
校
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
役
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
の
教
師
が
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
あ
り
方
を
語
り
合
っ
た
。



　

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
教

科
横
断
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業
を
特
色
と
す
る
取
り
組
み
を
発
表
し

た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
探
究
型
学
習
を
通

し
た「
行
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
」の
育
成
だ
。

　

探
究
型
学
習
で
は
、
地
球
的
規
模
の
問

題
と
し
て
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
か

か
わ
る
問
題
の
発
見
と
解
決
に
取
り
組

む
。
１
年
生
２
学
期
に
行
う
「H

iroshim
a 

Project

」
は
、
国
語
・
社
会
・
英
語
を
中

心
に
教
科
横
断
型
で
進
め
る
（
図
２
）。
各

教
科
の
授
業
で
基
礎
知
識
を
得
た
後
、
各

自
で
調
べ
学
習
を
行
い
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
交
渉
エ
ッ

　

基
調
講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
Ｓ
Ｇ

Ｕ
）」
の
採
択
校
で
あ
る
東
北
大
の
花
輪
公

雄
理
事
が
、
自
学
の
教
学
改
革
を
語
っ
た
。

　

東
北
大
は
、13
年
、５
年
後
の
自
学
の
あ

る
べ
き
姿
を
ま
と
め
た
「
里
見
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
公
表
。
そ
の
１
つ
め
に
掲
げ
た「
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
に
向
け
、
教
育

改
革
と
組
織
再
編
を
進
め
る
。

　

教
育
改
革
で
は
、
受
動
的
学
習
か
ら
能

動
的
学
習
へ
の
学
び
の
転
換
、
学
士
・
大

学
院
課
程
を
一
貫
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

構
築
を
進
め
る
他
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
軸
と
な
る

活
動
と
し
て
、
学
内
で
の
学
び
と
海
外
で

の
研
鑽
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
国
際
理

解
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
年
間
２
０
０
０
人
の
学

生
が
留
学
や
国
際
体
験
を
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
多
様
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

英
語
で
学
ぶ
専
門
科
目
を
設
け
、
実
践
的

な
語
学
ス
キ
ル
の
強
化
を
図
る
。

　

組
織
再
編
で
は
、
様
々
な
教
育
組
織
を

整
理
・
統
合
し
、「
高
度
教
養
教
育
・
学
生

支
援
機
構
」
に
一
本
化
。
各
部
署
の
連
携

推
進
と
機
能
強
化
、
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
同
大
学
は
多
様
な
資
質
や
能
力

を
持
つ
学
生
が
集
ま
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
不
可
欠
と
考
え
、

早
く
か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
に
力
を
入
れ
、
全
学

部
が
実
施
し
て
い
る
。「
15
年
度
入
試
で
は

全
入
学
者
の
20
％
が
Ａ
Ｏ
入
試
で
の
入
学

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
数
年
以
内
に
30
％
に

引
き
上
げ
る
」
と
花
輪
理
事
は
話
す
。

　

東
北
大
の
Ａ
Ｏ
入
試
の
特
色
は
、
一
般

入
試
と
同
じ
準
備
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
合

格
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
入
学
者
数

や
選
考
方
法
は
学
部
に
委
ね
る
が
、
評
価

事
項
は
共
通
で「
基
礎
学
力
＋
α
」と
し（
図

１
）、学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

を
踏
ま
え
て
選
抜
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る

学
部
で
は
教
員
の
講
義
を
受
講
し
、
そ
れ

に
関
す
る
筆
記
試
験
や
グ
ル
ー
プ
討
論
を

行
う
。
別
の
学
部
で
は
最
初
に
課
題
が
提

示
さ
れ
、２
時
間
後
、模
造
紙
に
考
え
を
整

理
し
た
も
の
を
使
い
な
が
ら
発
表
を
す
る
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
枠
拡
大
の
背
景
に
は
、
入
学

者
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
。「
留
年

せ
ず
に
卒
業
す
る
割
合
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
１
）

平
均
値
は
、
一
般
入
試
で
の
入
学
者
よ
り

Ａ
Ｏ
入
試
の
入
学
者
の
方
が
高
い
。
高
校

時
代
に
日
々
の
学
習
を
通
じ
て
基
礎
学
力

を
高
め
、
健
全
な
学
校
生
活
に
よ
っ
て
広

い
視
野
や
好
奇
心
を
育
ん
だ
学
生
の
入
学

を
期
待
し
て
い
る
」と
、花
輪
理
事
は
語
る
。

　

今
後
は
「
多
面
的
・
総
合
的
」
入
試
の

あ
り
方
も
検
討
し
、
大
学
入
試
改
革
の
牽

引
役
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

＊１　Grade Point Average の略。各科目の成績を加重平均した数値で学力を定量的に測る指標。
＊２　渋谷教育学園渋谷中学高校の取り組みは、本誌 2015 年 6月号特集「2015 年度入試に見るこれからの指導のあり方」でも紹介しています。

東北大　理事
（教育・学生支援・
教育国際交流担当）

花輪公雄
はなわ・きみお

渋谷教育学園
渋谷中学高校
ＳＧＨ委員副委員長

北原りゅうじ
きたはら・りゅうじ

東北大　AO入試の実施概要と特徴図１
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基礎学力＋α（意欲・適性・好奇心……）を評価
●基礎学力
・高校学業成績（学習成績概評がＡ段階）
ＡＯ入試Ⅱ期全学部、ＡＯ入試Ⅲ期法学部で出願要件に
・小論文・筆記試験
ＡＯ入試Ⅲ期医学部（医・保健）・工学部
・センター試験
ＡＯ入試Ⅲ期全学部（学部により口頭試問）

●＋α（意欲・適性・好奇心など）
・志願理由書、活動報告書、面接試験、志願者評価書
＊東北大の資料を基に編集部で作成

教
育
改
革
と
組
織
再
編
で
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進

東
北
大

基
調
講
演

教
科
横
断
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
実
施

東
京
都
・
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
（
＊
２
）

実
例
発
表
１



　

熊
本
県
立
済
々
黌
高
校
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推

進
に
向
け
た
組
織
改
編
を
中
心
に
発
表
し

た
。
同
校
は
、
国
際
的
素
養
を
備
え
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

「
Ｓ
Ｇ
ク
ラ
ス
」（
１
年
生
２
ク
ラ
ス
、
２

年
生
１
ク
ラ
ス
）
を
設
置
し
、
２
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。「
リ
サ
ー
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
持
続
可
能
性
を
確

保
す
る
開
発
と
地
球
環
境
保
全
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
年
生
は
グ
ル
ー
プ
研
究

と
論
文
作
成
、
２
年
生
か
ら
３
年
生
に
か

け
て
個
人
研
究
で
英
語
論
文
を
作
成
す
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
１
年
生
は
英
語
で
議
論
や
意
見
を

発
表
で
き
る
力
の
育
成
、
２
年
生
は
実
践

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
習
得
す

る
と
共
に
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
な
ど
の

教
養
を
身
に
付
け
る
。

　

２
０
１
５
年
度
に
は
、
課
題
で
あ
っ
た

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
校
全
体
へ
の
波
及
に
向
け
、

進
路
指
導
部
に
、
従
来
の
進
路
指
導
を
担

う「
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｓ
）課
」と
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
や
海
外
大
進
学
・
留
学
な
ど

を
担
当
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
（
Ｇ

Ｃ
）
課
」
を
設
定
し
た
（
図
３
）。

　

Ｇ
Ｃ
課
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
、
週
１
回
、

Ｇ
Ｃ
課
の
教
員
に
加
え
、
進
路
指
導
主
事

や
各
学
年
主
任
が
参
加
す
る
「
Ｇ
Ｃ
課
会
」

を
実
施
。
Ｇ
Ｃ
課
会
で
検
討
さ
れ
た
企
画

は
、
管
理
職
な
ど
も
参
加
す
る
「
Ｓ
Ｇ
企

セ
イ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
、
調
べ
た
内

容
、
自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
。

　

そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
広
島
に
関
す
る
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
「H

iroshim
a Brochure 

Project

」
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
東
京
外

国
語
大
の
留
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
が
、「
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
様
々

な
出
身
国
の
留
学
生
を
招
い
て
い
る
」
と
、

北
原
り
ゅ
う
じ
先
生
は
説
明
す
る
。
完
成

し
た
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州

の
協
力
校
で
世
界
史
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
同
時
に
協
力
校
の
生
徒
と

教
師
に
作
品
を
審
査
し
て
も
ら
い
、
12
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
上
位
２
グ
ル
ー
プ
を
協
力

校
で
の
５
日
間
の
研
修
に
派
遣
す
る
。

　

２
年
生
で
は
、
各
自
の
関
心
に
応
じ
た

探
究
学
習
「Social Justice Project

」

を
行
う
。
活
動
は
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
よ
い
。
最
終
的
に
は
、
学
園
祭
で
情
報

を
発
信
し
た
り
、
校
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
後
、
英
語
で

の
報
告
書
を
作
成
す
る
。
15
年
度
に
は
、

ユ
ニ
セ
フ
主
催「
Ｊ
７
ユ
ー
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
」

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
各
国
の
首
相
に

意
見
書
を
提
出
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

「
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
日

本
人
は
『
シ
ャ
イ
』『
英
語
へ
の
恐
怖
心
』

と
い
っ
た
弱
点
が
あ
る
一
方
、『
会
議
で
は

冷
静
で
客
観
的
』『
他
国
と
は
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
』
と
い
っ
た
強
み
を
感
じ
た
と

話
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
弱
点
を
克
服
し

て
強
み
を
十
分
に
生
か
せ
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
」
と
、
北
原
先
生
は
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

学
校
全
体
の
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に

よ
り
多
く
の
教
科
と
の
連
携
・
協
力
が
必

要
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
生
徒
の
成
長

を
示
す
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
。「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指

定
後
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス
コ
ア
は
、
特
に
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
明
ら
か

に
伸
び
た
。そ
の
デ
ー
タ
を
示
す
と
、多
く

の
教
師
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」と
、北
原
先
生
は
報
告
し
た
。

熊本県立済々黌高校
グローバルキャリア課
課長

鶴濱正悟
つるはま・せいご

「Hiroshima Project」での各教科の内容図２

組織改編後の進路指導部図3

＊熊本県立済々黌高校の取り組みは、本誌 2014 年12月号特集「動機と型の質的転換を図る教科指導」でも紹介しています。
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•国語　「『黒い雨』とハリウッド映画―比較
文化論としての核」と題し、日米における
核の描写の違いから、核に対する双方の考
え方の相違を考察。

•社会　原爆を始めとする大量破壊兵器とそ
の規制、集団的自衛権、核兵器を取り巻く
国際情勢について考察。

•英語　広島に関連したテーマについて学び、
東京外国語大の留学生・海外提携校と連携
し、「Hiroshima Brochure Project」を実施。

＊渋谷教育学園渋谷中学高校の資料を基に編集部で作成

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
課
」を
設
置
し
活
動
を
推
進

熊
本
県
立
済せ

い

々せ
い

黌こ
う

高
校
（
＊
）

実
例
発
表
２

＊熊本県立済々黌高校の資料を基に編集部で作成

進路指導部〈進路指導主事〉

キャリア・
サポート（ＣＳ）課
•従来の進路指導
を行う

〈キャリア・サポート
課長〉

グローバル
キャリア（ＧＣ）課

•ＳＧＨ推進
•海外大進学・留学
•国内グローバル大への対応
•外部検定試験
〈グローバルキャリア課長

（ＳＧＨ主査）〉



　

情
報
交
換
会
で
は
、
６
〜
７
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

前
半
と
後
半
で
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
替
え
、
冒
頭
で
挙
げ
ら
れ
た
４
つ
の

課
題
を
踏
ま
え
、
前
半
は
「
い
か
に
探
究

学
習
の
評
価
を
行
う
か
」「
い
か
に
海
外
研

修
を
活
用
し
、生
徒
の
学
び
を
深
め
る
か
」、

後
半
は
「
い
か
に
４
技
能
の
英
語
力
を
育

成
す
る
か
」「
い
か
に
国
際
化
に
重
点
を
置

く
大
学
や
海
外
大
へ
の
志
望
を
育
成
す
る

か
」の
４
テ
ー
マ
を
話
し
合
っ
た
。
各
テ
ー

ブ
ル
で
聞
か
れ
た
先
生
方
の
意
見
を
抜
粋

し
て
紹
介
す
る
。

画
委
員
会
」
で
の
検
討
を
経
て
実
行
す
る
。

Ｇ
Ｃ
課
と
連
携
し
、
例
年
、
各
学
年
で
実

施
す
る
進
路
講
演
会
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要

素
が
強
い
講
師
を
招
く
な
ど
、
進
路
行
事

の
「
Ｓ
Ｇ
化
」
に
も
取
り
組
む
。
大
学
入

試
改
革
へ
の
対
応
も
、
Ｇ
Ｃ
課
の
重
要
な

役
割
だ
。「
多
面
的
評
価
に
向
け
、
教
育
課

程
全
体
の
中
に
Ｓ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
各

種
活
動
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
を
設
計
し

て
い
る
」と
、鶴
濱
正
悟
先
生
は
説
明
す
る
。

　

外
部
検
定
試
験
で
は
、
全
生
徒
が
受
検

す
るGT

EC for ST
U
D
EN
T
S

に
加
え
、

15
年
度
か
ら
Ｓ
Ｇ
ク
ラ
ス
で
はGT

EC 
Speaking T

est

も
受
検
す
る
こ
と
に
し

た
。
更
に
、
20
年
度
に
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ

ス
ト
（
仮
称
）」
に
備
え
、
読
解
力
や
論
述

力
、
思
考
力
な
ど
を
測
定
す
る
タ
ス
ク
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
型
の
「
課
題
解
決
力
テ
ス

ト
」
を
独
自
に
開
発
し
、
今
年
度
は
１
年

生
で
実
施
し
た
。

　

そ
の
他
、
海
外
大
進
学
や
留
学
へ
の
対

応
な
ど
も
Ｇ
Ｃ
課
が
担
う
。「
Ｇ
Ｃ
課
を
中

心
に
未
来
型
の
進
路
指
導
と
し
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
観
を
育
み
た
い
。
更
に

指
定
終
了
後
も
Ｇ
Ｃ
課
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
培
っ

た
教
育
資
産
を
発
展
的
に
継
承
し
て
い
く
」

と
、
鶴
濱
先
生
は
先
を
見
据
え
て
語
っ
た
。

文
引
用
数
な
ど
を
見
る
と
、
英
語
力
が
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

◎
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

さ
せ
る
た
め
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

◎
中
高
一
貫
校
の
利
点
を
生
か
し
、
中
学
校

か
ら
実
践
的
な
英
語
力
育
成
に
力
を
入
れ
た

と
こ
ろ
、
英
語
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

日
本
人
教
師
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
の
授
業

と
ど
う
連
携
さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
で
授
業

を
構
成
し
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
変
化
し
た
。

◎
１
年
生
２
学
期
か
ら
、
環
境
問
題
な
ど
を

テ
ー
マ
に
即
興
型
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
期
に
１
回
、
録
画
を
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

◎
英
語
を
話
す
必
然
性
が
な
い
と
生
徒
は
英

語
を
使
わ
な
い
。
留
学
生
を
招
く
な
ど
、
英

語
を
使
う
状
況
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
る
。

◎
授
業
改
善
に
３
年
間
取
り
組
み
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
の
ス
コ
ア
が
上
が
っ
て
き
た
。
今
後
も
ス

コ
ア
を
指
標
の
１
つ
と
し
た
い
。

◎
生
徒
に
海
外
志
向
を
強
め
て
ほ
し
い
と
考

え
、
ベ
ネ
ッ
セ
に
よ
る
海
外
大
説
明
会
を
実

施
し
て
い
る
。

◎
日
本
に
も
諸
外
国
か
ら
留
学
生
が
大
勢
来

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
の
が
海
外
大
進

学
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が
生

徒
の
頭
に
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

◎
２
年
生
は
１
年
間
掛
け
て
論
文
を
作
成
し

て
発
表
す
る
。
生
徒
が
「
下
級
生
に
見
せ
た

い
論
文
」「
図
書
館
に
残
し
た
い
論
文
」
な
ど

を
投
票
す
る
形
で
相
互
評
価
を
し
て
い
る
。

３
年
生
は
そ
れ
を
英
語
で
行
う
。

◎
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
行
動
を
し
て
い
れ
ば
「
５
」、
大
学

に
つ
な
が
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
は
「
７
」

な
ど
と
、
数
値
化
を
想
定
し
て
い
る
。

◎
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
教
師
の
合
意
を
取
り
、

形
式
的
に
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。

◎
生
徒
の
た
め
の
評
価
な
の
で
、
探
究
学
習

で
は
生
徒
に
還
元
す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

◎
海
外
研
修
旅
行
の
参
加
希
望
者
に
は
、
事

前
学
習
で
「
何
を
学
び
た
い
の
か
」
を
突
き

詰
め
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
選
考
し
て
い
る
。

◎
一
部
の
生
徒
し
か
参
加
で
き
な
い
た
め
、

帰
国
後
に
学
年
や
全
校
に
対
し
て
研
修
内
容

を
発
表
さ
せ
、
共
有
し
て
い
る
。

◎
国
内
の
大
学
に
留
学
生
を
増
や
す
こ
と
も

大
事
だ
。
大
学
の
国
際
競
争
力
を
高
め
な
い

と
、
世
界
か
ら
留
学
生
が
集
ま
ら
な
い
。
論

ＳＧＨ指定校全112校のうち、70校から82人が参加。
情報交換会では、14のグループに分かれ、自校の取り
組みや課題を発表した（別途、９県教育委員会、１市教
育委員会から10人が参加）。
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い
か
に
海
外
研
修
を
活
用
し
、

生
徒
の
学
び
を
深
め
る
か

い
か
に
探
究
学
習
の
評
価
を
行
う
か

い
か
に
海
外
大
へ
の
志
望
を
育
成
す
る
か

い
か
に
４
技
能
の
英
語
力
を
育
成
す
る
か

課
題
視
さ
れ
る
４
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
交
換

情
報
交
換
会




